感情語（漢字二字熟語）の覚醒度調査 : 感情価と覚醒度の差異について by 五島 史子 & Fumiko GOTOH
埼玉学園大学・川口短期大学　機関リポジトリ
感情語（漢字二字熟語）の覚醒度調査 : 感情価と
覚醒度の差異について
著者 五島 史子
雑誌名 埼玉学園大学紀要. 人間学部篇
巻 18
ページ 195-206
発行年 2018-12-01
URL http://id.nii.ac.jp/1354/00001169/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
― 195 ―
なっている（Colombel, 2000；Hamann, 2001；
Parra, Sánchez, Valencia, & Trujillo, 2018；
Pecchinenda & Petrucci, 2016；Xie & Zhang, 
2015；Yiend, 2010）。例えば、多くの研究で、
ニュートラルな事象に比べ、感情的な出来事
や項目は再認・再生されやすいことが実証さ
れている（Charles, Mather, & Carstensen, 2003；
Denburg, Buchanan, Tranel, & Adolphs, 
2003； Kensinger & Corkin, 2003a；Kensinger 
& Corkin, 2003b；Mather & Knight, 2005）。
しかし、感情には中心情報の記憶を高める効
果がある一方で、周辺情報の記憶を抑える効
果もある（Reisberg & Heuer, 2004）。さらに、
感情刺激によってワーキングメモリの実行系
　今日、感情に関する研究は認知科学、認知
心理学、知覚心理学などの分野を含め心理学
の幅広い分野で行われている。とりわけ認知
心理学の分野では、感情と認知の相互作用に
ついて多くの知見が示されてきた。Sorrentino 
& Higgins（1986）は“温かい認知”という
表現を用いて、感情と認知は相互に影響しあ
う関係性であり、認知心理学は“温かい認知”
を解明すべきだと指摘した。この指摘は、20
世紀半ばのいわゆる認知革命で人間を情報処
理機構とみなした“冷たい認知”を、感情と
認知の相互作用を無視していると批判したも
のである。これまでの研究で、感情が及ぼす
記憶や注意など認知機能への影響が明らかに
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感情語（漢字二字熟語）の覚醒度調査
─ 感情価と覚醒度の差異について ─
Arousal from Affective Two-Compound Kanji Words
A Dissociation from Valence
　
五　島　史　子
GOTOH, Fumiko
 The present survey studied the relationship between arousal and affective valence in 
affective two-compound kanji words. 111 students worked on a list of 389 words that had 
been rated for valence in Gotoh and Ohta (2001). Participants indicated on a 7-point Likert 
scale from 1 (low) to 7 (high) the arousal (Please judge for each word how much it gives you 
physical or emotional excitation) from each of 122 negative (e.g., crisis, weapon), 121 neutral 
(e.g., ticket, member), and 146 positive words (e.g., friendship, courage). Mean arousal levels 
were 3.3, 2.4, and 3.6 for negative, neutral, and positive words, respectively, reflecting a 
partial dissociation of arousal and valence. I discuss the processing differences between the 
affective valence of and arousal from words in terms of behavioral science and neuroscience.
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MacLeod, 1996）。また、脅威的意味を持つ刺
激から注意を逸らすことは難しい（Fox et 
al., 2001）。一方、脅威的意味を持つ単語が提
示 さ れ た 位 置 に 示 さ れ る タ ー ゲ ッ ト は、
ニュートラル単語が提示された位置に示され
る場合より速く検出されるといった、感情語
が 課 題 の 効 率 を 促 進 す る 効 果 も あ る
（MacLeod, Mathews, & Tata, 1986）。このよう
な感情刺激による干渉効果と促進効果につい
て、その要因を同一の課題内で検討した研究
がある（Gotoh et al., 2010）。
感情語の感情価と覚醒度
　このように刺激として用いられる感情語は、
特に感情価（affective valence）と覚醒度（arousal）
の２次元によって検討される。感情価とは、
ポジティブとネガティブを両極とした軸に
よって表現される（ニュートラルからの間隔
で示されることもある）。覚醒度は沈静から
興奮という単一軸の程度で表現される。この
２つの次元は、一般的には相互作用的要因と
して扱われ相関関係もある。実際に、よりネ
ガティブな刺激は高い興奮性を持ち、高い興
奮性は感情価を増幅する。感情語の感情価と
覚醒度について言及する場合、他の属性を統
制する必要がある。例えば、五島・太田（2001）
では、感情語の感情価（ネガティブ、ニュー
トラル、ポジティブ）に加え、使用頻度（国
立国語研究所、1976）、心像性や学習容易性
についても調査し、さらに、感情語から連想
される数について調査している（五島・太田、
2002）。
　感情刺激の感情価と覚醒度の関連性につい
ては、感情語のみならず写真を用いた研究で
も様々な仮説が検討されている。初期の仮説
では否定的偏向（negative bias）が提案され
が 干 渉 さ れ た り 促 進 さ れ（Gotoh, 2012；
Gotoh, Kikuchi, & Oloffson, 2010）、感情刺激
が注意を捕捉することが示されている（Fox, 
Russo, Bowles, & Dutton, 2001；Yiend & 
Mathews, 2001）。近年では、事象関連電位
（ERP）や磁気共鳴機能画像法（fMRI）など
の脳画像を用いた研究で、脳のいずれの部位
が感情と認知の相互作用に関与しているかが
研 究 さ れ て い る（Gibbons, Seib-Pfeifer, 
Koppehele-Gossel, & Schnuerch, 2018；
Mather et al., 2004；Ochsner & Gross, 2005；
Kensinger & Schacter, 2005）。
感情語を用いた研究
　認知心理学や知覚心理学の多くの研究で、
写真などの画像に加えて感情語が感情刺激と
して用いられることも多い（Fox et al., 2001；
Gibbons et al., 2018；Hur, Iordan, Dolcos, & 
Berenbaum, 2017；Kensinger & Corkin, 
2003b；Mather & Nesmith, 2008；Xie & 
Zhang, 2015）。感情語として用いられる単語
は、ネガティブ語（例えば、苦痛、恐怖）、
ポジティブ語（例えば、希望、愛情）、ニュー
トラル語（例えば、信号、全国）がある（五
島・太田、2001）。注意と、感情刺激として
の感情語との相互作用を明らかにした研究で
は、感情語の注意への干渉効果を示した研究
が挙げられる。例えば、恐れに関連する単語
（例えば、病気、失敗）はニュートラル語よ
りも注意を捕捉するため、課題の効率を妨げ
（Eastwood, Smilek, & Merikle, 2003; Segal, 
Gemar, Truchon, Guirguis, & Horowitz, 1995）、
ストループ課題では、ニュートラル語の色名
を報告するより、ネガティブ語の色名を報告
する方が時間がかかる（Mattia, Heimberg, 
&  H o p e ,  1993；Will iams,  Mathews,  & 
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計 算 処 理 に 干 渉 す る（Gotoh, Kikuchi, & 
Roßnagel, 2008）。このような干渉効果はネガ
ティブ語と同様にポジティブ語でも生じる
（Gotoh et al., 2008）。また、記憶の手がかり
として感情語が用いられると、ネガティブ語
による干渉効果と促進効果が表れる（Gotoh 
et al., 2010）。この干渉効果はネガティブ語
による注意の捕捉に因るものと考えられてい
る。Smith & Jonides（1999）は、ワーキング
メモリを実行する中央実行系に対応する脳の
部 位 が 背 外 側 前 頭 前 野（DLPFC：
dorsolateral prefrontal cortex）や前部帯状回
（ACC：anterior cingulate cortex） で あ る こ
とを示した。感情刺激が認知課題に干渉する
効果は多くの研究で示されているが、ワーキ
ングメモリにおける干渉効果は、前部帯状回
の腹側領域（ventral ACC）と背側領域（dorsal 
ACC）の相互抑制的関係を反映している可能
性がある（Bush, 2004）。他方の促進効果は、
感情語を記憶の手がかりとして用いた時、感
情語による注意の捕捉から強制的に解放した
条件下で示されている。このことは、促進効
果は記憶項目の短期固定化、すなわち表象を
維持するインデックス活性化のループにネガ
ティブ語が影響する可能性を示唆している
（Gotoh et al., 2010）。
　ワーキングメモリ機能に及ぼす感情刺激の
影響については、感情価と覚醒度のそれぞれ
による影響と、感情価と覚醒度の相互作用に
よる影響が報告されている（Gotoh, 2008；
Gotoh et al., 2008；Gotoh et al., 2010；Mather 
et al., 2006）。 例 え ば、Mather et al.（2006）
によると、覚醒度の高い写真を提示されると
その写真が提示された位置を正確に答えられ
ない。この結果ではネガティブ感情価やポジ
ティブ感情価の影響は無く、感情語の覚醒度
た。この仮説では、危険を回避して生き延び
るためには、ポジティブ刺激ではなくネガ
ティブ刺激が必要な情報となるため、ネガ
ティブ感情価が処理に干渉すると仮定してい
る（Pratto & John, 1991）。また、ネガティブ
感情価、覚醒度、進化論的脅威のいずれの要
因が注意の干渉に関連するかを検討した研究
もある（Schimmach, 2005）。この研究では、
覚醒度の最も高い写真が強い干渉効果を示し
たため、覚醒度による干渉説が支持されてい
る。しかし、十分な覚醒度がもたらされた時
には、ポジティブ刺激とネガティブ刺激の両
方において注意の捕捉が生じるという研究結
果もある（Verbruggen & Houwer, 2007）。こ
の仮説に従えば、ネガティブ刺激だけでなく
ポジティブ刺激も同様に感情価の効果を示す
ことになる。
ワーキングメモリ研究と感情語
　ワーキングメモリは情報の一時的保持と処
理を同時に行う認知機能の場として概念化さ
れたもので、情報処理の実行系であると考え
られている（Baddeley & Hitch, 1974；Cowan, 
1995）。ワーキングメモリと感情刺激の相互
作用を検討した研究では、感情語がワーキン
グメモリの容量に及ぼす影響が示されている
（Garrison & Schmeichel, 2018）。この研究で
は、数字の計算をしながら感情語を覚える課
題を用いると、ネガティブ語はニュートラル
語より覚えられる単語の数が少ないことを示
している。また、感情語はワーキングメモリ
の 実 行 機 能 へ 影 響 を 及 ぼ す（Dolcos & 
McCarthy, 2006；Gotoh, 2012; Grissmann, 
Faller, Scharinger, Spüler, & Gerjets, 2017；
Mather et al., 2006）。例えば、ネガティブ語
はワーキングメモリの注意を捕捉し実行中の
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の効果のみを示している。しかし他方で、感
情語の覚醒度ではなく、感情価が実行機能へ
影響する結果を報告した研究もある（Gotoh, 
2008；Gotoh et al., 2010）。さらに、感情語の
感情価と覚醒度の相互作用による影響も示さ
れている（Gotoh et al., 2008）。この研究では、
覚醒度はネガティブ語よりポジティブ語の方
が高いが、干渉効果はニュートラル語と比較
するとネガティブ語とポジティブ語は同様の
効果を示す。そのため結果は閾値モデルと進
化論的観点から議論されている。
感情刺激に関与する脳の部位
　感情刺激の処理に関与する脳の部位を検討
した研究は多い。多くの研究で関与が示され
ているのは扁桃体（amygdala）である。脳
画像研究では、ネガティブ感情価の写真や単
語に対して扁桃体が活性化することが示され
ている（Hariri, Tessitore, Mattay, Fera, & 
Weinberger, 2002；Ochsner et al., 2009；
Phan, Wager, Taylor, & Liberzon, 2002；
Straube, Pohlack, Mentzel, & Miltner, 2008；
Zald, 2003）。ポジティブ感情価とネガティブ
感情価に扁桃体が関与する程度については、
ネガティブ感情価の方がポジティブ感情価よ
りも扁桃体を活性化することを示す結果があ
るが（Zald, 2003）、ネガティブ刺激とポジティ
ブ刺激が同程度に扁桃体を活性化するという
結果もある（Garavan, Pendergrass, Ross, Stein, 
& Risinger, 2001）。脳画像研究に加えて、扁
桃体損傷患者は感情刺激の処理が損なわれて
いることも、感情刺激の処理に扁桃体が関与
すると考えられている理由である（Anderson 
& Phelps, 2001；Gosselin, Peretz, Johnsen, & 
Adolphs, 2007）。扁桃体を損傷すると、ネガ
ティブな感情語の処理（Anderson & Phelps, 
2001）、 叫 び 声 の 感 情 認 識（Scott et al., 
1997）、気味の悪い音楽の認識（Gosselin et 
al., 2007）が損なわれる。
　感情刺激の処理に扁桃体が関与するという
知見に加えて、前部帯状回の関与を示す研究
もある（Bush, 2004；Sanchez, Martinez, & 
Roman, 2005）。Bush（2004）によると、感
情刺激を用いたストループ課題では前部帯状
回の腹側領域が活性化し、認知課題との関連
がみられる前部帯状回の背側領域は抑制され
る。対照的に、感情刺激を用いない認知課題
では、背側領域は活性化するが腹側領域は抑
制される。この結果は、前部帯状回は“冷た
い”認知課題と“温かい”認知課題に別の領
域で対応しており、２つの領域は一方が活性
化すると一方は不活性となる関係にあること
を示唆している。ここで重要なことは、前部
帯状回はワーキングメモリの中央実行系の座
として考えられている点である（Smith & 
Jonides, 1999）。そのため、上述したワーキ
ングメモリにおける感情語の干渉効果は、前
部帯状回の腹側領域と背側領域の抑制的相互
作用の観点から考えられる。
　さらに、感情刺激の感情価と覚醒度のそれ
ぞれの処理に関与する脳の部位が異なること
が示されている（Cunningham, Raye, & Johnson, 
2004；Lewis, Critchey, Rotshtein, & Dolan, 
2007；Straube et al., 2008）。Straube et al.
（2008）はfMRIを用いて感情価と扁桃体の関
連を検討している。結果はネガティブ感情価
の写真はポジティブやニュートラル感情価の
写真よりも強く扁桃体を活性化することを示
した。この結果は、ネガティブ感情価の処理
に扁桃体が関与していることを示しているが、
他方で、扁桃体が感情価ではなく覚醒度に関
与しているという結果もある（Cunningham 
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研究所（1976）から抽出した802語の漢字二
字熟語について感情価（affective valence）
を調査している。その結果、ネガティブ（例
えば、不安、苦痛）、ポジティブ（例えば、
自信、達成）、ニュートラル（例えば、数字、
貿易）の３種類の感情価を持つ単語に分類し
ている。本研究は、感情語の感情価に加えて
覚醒度について調査することが目的である。
方法
　調査対象者　大学生118名（男性38名、女
性80名、平均年齢20.1歳（SD＝1.2）が調査
に参加した。後述する３グループの対象者は、
それぞれ以下の通りであった。グループ１：
39名（男性７名、女性32名）、グループ２：
41名（男性17名、女性24名）、グループ３：
38名（男性14名、女性24名）。
　手続き　五島・太田（2001）において、ネ
ガティブ122語、ニュートラル121語、ポジティ
ブ146語に分類された389語の漢字二字熟語に
ついて、それぞれの熟語の覚醒度（言葉の意
味の興奮性）を調査した。389語の感情語を
３グループに分割し、グループ１では180語
（ネガティブ60語、ニュートラル60語、ポジ
ティブ60語）、グループ２では180語（ネガティ
ブ60語、ニュートラル60語、ポジティブ60語）、
グループ３では29語（ネガティブ２語、ニュー
トラル１語、ポジティブ26語）の覚醒度を調
査した。グループ３では単語数調整のため、
ネガティブ語とニュートラル語を加え45語の
感情語を調査したが、調整のために加えた単
語は覚醒度の平均評定値算出からは除外した。
　覚醒度の評定には７件法が用いられた（１：
低い、７：高い、両端にラベルを付けた）。A4
サイズの用紙を用いて、グループ毎に、ネガ
ティブ語、ニュートラル語、ポジティブ語が
et al., 2004；Lewis et al., 2007）。Lewis et 
al.（2007）によると、感情語が提示された時、
眼窩前頭皮質（orbitofrontal cortex）が感情
価に関与し、扁桃体が覚醒度に関与した。か
れらの結果は２重乖離を示しており、眼窩前
頭皮質は覚醒度との関連を示さず、扁桃体は
感情価との関連を示さなかった。このように
扁桃体が感情刺激にどのように関与するのか
という点について、研究結果は一致していな
いが、少なくとも感情刺激の処理に扁桃体が
関与していることは示されている。
　感情刺激とその処理に関与する脳の部位に
関して、Straube et al.（2008）は、実験条件
が脳の活性化と感情刺激の関係を調整してい
るという仮説を検討している。結果は、扁桃
体が関与するのは、ネガティブ感情価の写真
の処理が高速で自動的に行われる時であるこ
とを示唆している。また、幸福な表情よりも
脅威的表情に対する扁桃体の活性化が、注意
の 阻 害 時 に 見 ら れ た こ と や（Williams, 
McGlone, Abbott, & Mattingley, 2005）、 直 接
的課題よりも間接的な感情課題を用いた時に、
ニュートラルな表情よりも脅威的な表情が扁
桃体の強い活性化を惹起した結果がある
（Critchley et al., 2000）。このように、高速な
自動的処理や注意阻害条件、また間接課題な
どの実験条件と感情刺激処理の相互作用が脳
の活性化を決定する可能性も示唆されている。
本研究の目的
　ワーキングメモリ研究における感情語の効
果に焦点をあて感情価と覚醒度について論じ
たが、感情刺激を用いる研究においては、行
動科学と脳科学の研究結果も示すように感情
刺激の感情価と覚醒度を考慮することが重要
となる。五島・太田（2001）では、国立国語
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用紙の左側にランダムに並べられた。被調査
者は、それぞれのことばを見て、どきどきし
たりハッとしたりする程度を７段階の幅で評
定することが求められた。覚醒度は、言葉の
意味を２重、３重に連想して答えるのではな
く、書かれてあることばの意味だけから判断
するよう求めた。評定は評定者のペースで行
われた。
結果
　389語の漢字二字熟語について、覚醒度の
平均評定値を算出した。Table 1にはネガティ
ブ122語の、それぞれの語における覚醒度の
平均評定値、Table 2にはニュートラル121語、
それぞれの語における平均評定値、Table 3
にはポジティブ146語、それぞれの語におけ
る平均評定値が示されている。感情語ごとに
平均評定値を算出したところ、ネガティブ語
はM＝3.3（SD＝0.5）、ニュートラル語はM＝
2.4（SD＝0.6）、ポジティブ語はM＝3.6（SD
＝0.7）であった。この感情価ごとの覚醒度
の平均評定値に関する一要因分散分析の結果、
感情価の効果は有意であった（ F（2,386）
＝126.7, p＜.001）。Tukey（HSD） 法 を 用 い
た多重比較によれば、ポジティブ語の覚醒度
はネガティブ語とニュートラル語より高く
（それぞれ、p＝.006、p＜.001）、ネガティブ
語の覚醒度はニュートラル語より高かった
（ p＜.001）。
　感情価と覚醒度の相関分析の結果、ネガ
ティブ語にはやや強い正の相関が見られたが
（ r＝.46、p＜.001）、ニュートラル語とポジ
ティブ語には有意な相関は見られなかった
（それぞれ、r＝-.12、p＝.061、r＝-.16、p＝.053）。
考察
　感情語には感情価と覚醒度という次元があ
るため、本研究は漢字二字熟語における感情
語の覚醒度を調査した。それぞれの感情語に
ついて、沈静から興奮の軸で示される覚醒度
の平均評定値を算出した。ネガティブ122語、
ニュートラル121語、ポジティブ146語の覚醒
度の平均値を求めたところ、五島・太田（2001）
における感情語は、ポジティブ語の覚醒度の
平均値が最も高く、次いでネガティブ語、
ニュートラル語が最も低い平均値を示した。
さらに、感情価と覚醒度の相関分析では、ネ
ガティブ語には感情価と覚醒度の間にやや強
い正の相関が見られたが、ニュートラル語と
ポジティブ語には有意な相関は見られなかっ
た。このような結果より、ネガティブ語、
ニュートラル語、ポジティブ語は感情価と覚
醒度の関係性が異なる可能性が示された。
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平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
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全国 2.6 1.7 建設 2.1 1.4 荷台 1.6 0.9 
景気 2.5 1.5 来社 2.1 1.4 部品 1.6 0.8 
実例 2.5 1.3 講演 2.1 1.3 本書 1.6 0.9 
今回 2.5 1.4 対象 2.1 1.3 小麦 1.5 0.9 
中央 2.5 1.6 数字 2.1 1.5 年間 1.5 0.8 
位置 2.5 1.6 関連 2.1 1.2 廊下 1.5 0.8 
次元 2.5 1.6 
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Table 3　ポジティブ語（146語）における覚醒度の平均値と標準偏差
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
約束 5.2 1.4 勝利 3.8 2.0 有望 3.2 1.9 
無料 5.1 1.6 感謝 3.8 1.8 納得 3.1 1.5 
幸運 5.0 1.6 愛情 3.8 1.9 主演 3.1 1.9 
日曜 5.0 1.8 特賞 3.8 2.0 抜群 3.1 1.9 
初給 5.0 1.7 賞金 3.8 1.8 最良 3.1 1.7 
特別 5.0 1.5 開催 3.8 1.5 余裕 3.1 1.8 
結婚 5.0 1.8 首位 3.8 2.0 充実 3.1 1.7 
生誕 4.9 1.5 自信 3.7 1.7 転機 3.1 1.7 
給与 4.8 1.6 進学 3.7 2.0 応援 3.1 1.5 
興味 4.7 1.6 成果 3.7 1.8 声援 3.0 1.9 
新婚 4.7 1.9 国宝 3.7 1.7 進展 3.0 1.8 
婚約 4.7 1.7 友情 3.6 1.8 開幕 3.0 1.8 
上昇 4.6 1.5 開会 3.6 1.4 有利 3.0 1.7 
満点 4.6 1.9 安心 3.6 1.8 宇宙 3.0 2.1 
格安 4.6 2.0 大空 3.6 1.9 便利 3.0 1.5 
祝日 4.6 2.0 笑顔 3.6 1.9 得意 3.0 1.9 
最高 4.6 1.7 発見 3.6 1.7 発掘 3.0 1.9 
希望 4.5 1.8 完備 3.6 1.5 特選 2.9 1.9 
生命 4.5 1.9 中心 3.6 1.4 活性 2.9 1.4 
成功 4.5 1.6 支持 3.6 1.7 傑作 2.9 2.0 
最新 4.4 1.8 豪華 3.5 1.8 記念 2.9 1.7 
団結 4.4 1.6 快晴 3.5 1.7 好調 2.9 1.6 
昼食 4.4 1.5 真実 3.5 1.8 新品 2.9 1.7 
人気 4.4 1.7 復帰 3.5 1.7 想像 2.8 1.8 
賞与 4.3 1.7 貢献 3.4 1.8 増強 2.8 1.6 
可能 4.3 1.7 効果 3.4 1.7 豊富 2.8 1.8 
期待 4.3 1.7 達成 3.4 1.8 賛成 2.8 1.7 
育成 4.3 1.4 発足 3.4 1.5 順調 2.8 1.7 
努力 4.2 1.8 支援 3.4 1.8 熟練 2.8 1.6 
朝日 4.2 1.4 新装 3.4 1.8 開通 2.8 1.4 
本物 4.2 1.8 最大 3.4 1.9 開発 2.8 1.6 
利益 4.2 1.8 勇気 3.4 1.6 優先 2.8 1.6 
理想 4.1 1.7 娯楽 3.4 1.7 見事 2.8 1.8 
完成 4.1 1.9 青春 3.3 1.8 知恵 2.8 1.8 
好評 4.1 1.8 発展 3.3 1.9 意欲 2.7 1.6 
開始 4.1 1.7 初期 3.3 1.4 招待 2.7 1.7 
元日 4.1 1.8 開設 3.3 1.4 拍手 2.7 1.6 
家庭 4.0 1.7 進歩 3.3 1.9 繁栄 2.6 1.7 
有名 4.0 2.0 創作 3.2 2.0 眺望 2.6 1.7 
共感 4.0 1.9 福利 3.2 1.6 新春 2.6 1.5 
増加 3.9 1.7 実績 3.2 1.8 確信 2.6 1.6 
元気 3.9 1.7 好転 3.2 1.7 簡単 2.5 1.6 
果実 3.9 1.8 活躍 3.2 2.0 有効 2.5 1.5 
健康 3.9 1.6 賞品 3.2 1.9 促進 2.4 1.6 
開店 3.8 1.8 完了 3.2 1.8 特有 2.4 1.6 
良心 3.8 1.6 格別 3.2 1.7 推進 2.3 1.6 
満足 3.8 1.6 工夫 3.2 1.7 新規 2.2 1.4 
幸福 3.8 2.2 確実 3.2 1.9 拡張 2.1 1.3 
歓迎 3.8 1.8 最適 3.2 1.6 
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